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－新しい脱線係数の測定法－ 

 



貼付し、車輪板部の垂直ひずみで輪重を、曲げひず

みで横圧を測定する。車両側では、走行区間全般に

渡る輪重・横圧が連続的に測定できる反面、車上に

計測器を搭載し、測定したい輪軸の数だけ特別な加

工を施した輪軸を準備し、回転する輪軸から電気信

号を取り出すためにスリップリング等を使用する必

要があるため、特定の列車のしかも数ある輪軸のう

ち、代表する１～２軸程度の輪重・横圧のみを測定

するのが通例である。特に従来の車両側測定は、摺動

部のあるスリップリングや軸端に穴開け加工した輪軸

など、測定システム自身の耐久性に劣るため、営業車

による常時観測には適用できなかった。

図２ 車輪・レール間の力と脱線限界

図３ 従来の輪重・横圧測定用歪みゲージの貼付状況

しかしながら、先に述べたように、レール・車輪間の

摩擦状態は時々刻々変化しているから、脱線係数も大き

く変化しているものと思われ、外軌側脱線係数や内軌側

摩擦係数を営業車などにより常時モニタできるようにな

れば、安全上の効果は非常に大きい。

４．提案する新しい測定方法

４．１．輪重

輪重の測定に関しては、軸ばねたわみ量、台車枠応

力による方法を試みた。いずれも静的には良好な直線性

があり問題ないが、軸ばねを介した部位での測定量なの

で、周波数の高い輪重抜けなどの変動には対応できない

可能性があるものの、実車走行試験を行った都市鉄道程

度の走行速度では、脱線係数を求めるための母数として

用いる限り、実用的に大きな問題はないように思える。

４．２．横圧

横圧の測定に関しては、横圧による車輪のたわみ(曲

げ変形量)を、台車側の軸箱に取り付けた渦電流式の非

接触変位計により、直接検出するものである(以下、こ

こでは従来の測定法をひずみ測定法、提案する測定法を

たわみ測定法と呼ぶ)。測定原理は単純であるが、検出

される変位量は最低 0.005mm 程度の精度を必要とし、
センサ取付などに起因する誤差やノイズについては十分

注意する必要がある。今回は、限界支障などの実用

性も考慮して、図４に示すように、車輪板部の曲げ

変形量を板部の最外周部で測定する(δ3)。
しかしながら、軸箱と輪軸にはガタがあり、軸箱

～車輪間にも相対変位が発生する可能性があるため、

これを補正する必要がある。変位補正は大きく分け

て２つあり、１つは車軸を支持するベアリングのス

ラスト隙間などにより、輪軸が軸箱に対してスラス

ト方向に移動することである。もう１つは台車枠に

かかる横方向力などにより、軸箱が輪軸に対して傾

くことである。

δ 3：リム部変位、δ 2：ボス下部変位、δ 1：ボス
上部変位、A:ボス部上下センサ間の距離、B:車軸中心
と車輪板部センサとの距離

図４ 新しい横圧測定法の原理

(1)車軸スラスト移動量の補正(δ3’)
車軸スラスト移動が起こると、ボス部、板部と

も同じ移動量となるものと考えられるので、ボス部

で測定した変位を板部変位から引き算する。その際、

軸箱自体に傾きが生じることを考慮し、ボス部変位

としてはボス上部とボス下部の平均値を適用する。

d3'=d3-
d1+d2
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